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◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎このキットは、当社別売のマッドガードとの併用をお勧めします。
　・Ａｐｅ５０（ＡＣ１６―１０００００１～１５９９９９９）…リアマッドガードセット：０９―０９―１６（アルミ製）／０９―０９―１７
　　（Ｃ―ＦＲＰ製）
　　※Ａｐｅ５０（インジェクション車）（ＡＣ１６―１６００００１～）でバッテリーケースキット：０５―０６―０００２を取り付けの場合、上記
　　　マッドガードが必要です。
　　※ノーマルリアフェンダーの場合、ＥＣＵステーキット：０５―０６―０００３が別途必要です。
　・Ａｐｅ１００（ＨＣ０７―１０００００１～１５９９９９９）…リアマッドガードセット：０９―０９―１９（アルミ製）
　・Ａｐｅ１００（ＨＣ０７―１６００００１～、ＨＣ１３―１０００００１～）…リアマッドガードセット：０９―０９―１９（アルミ製）　　　
　　※但し、エアクリーナーケースに固定しているフュ―エルストレーナーはフレームに固定して下さい。
　・ＸＲ５０ Ｍｏｔａｒｄ（ＡＤ１４－１０００００１～）…リアマッドガードセット：０９―０９―１８０１（アルミ製）
　・ＸＲ１００ Ｍｏｔａｒｄ（ＡＤ１３－１０００００１～）…リアマッドガードセット：０９―０９―１８０２（アルミ製）
◎このキットは、ノーマルキャブレター、当社製キャブレターキットに取り付け可能です。
　ノーマルキャブレター車に使用する場合、キャブレターのメインジェットをノーマルより２０番程度大きめを目安としてセッティングをして下さい。
　当社製ＰＣ２０取付車に使用する場合、キャブレターのメインジェットを１１０番程度を目安としてセッティングをして下さい。
　※セッティングは車両の状態、季節、気温等により、変化します。あくまで目安として下さい。
◎Ａｐｅ５０のインジェクション車に使用する場合、Ｆ．Ｉ．コントローラーの取り付け無しでも使用可能です。（ボアアップ車は除く）

エアフィルターキット　取扱説明書

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂
　きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象とな
　りません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

・このたびは、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願いいたします。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

　注意 下記内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害が想定される内容を示しています。

　・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
　・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
　・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
　・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
　・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
　・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）
　・雨天走行は出来ませんのでご注意下さい。（水分を吸い込んでエンジン不調の原因となります。）

下記内容を無視した取り扱いをすると人が死亡したり、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。　警告
　・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
　・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
　・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
　・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
　・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

：０３－０１－１０５６（ペーパータイプ）
：０３－０１－１０５９（スポンジタイプ）

商品番号

適応車種及びフレーム番号
Ａｐｅ５０

Ａｐｅ１００

Ａｐｅ１００ Ｔｙｐｅ Ｄ
ＸＲ５０ Ｍｏｔａｒｄ
ＸＲ１００ Ｍｏｔａｒｄ

：ＡＣ１６－１０００００１～１５９９９９９
：ＡＣ１６－１６００００１～
：ＨＣ０７―１０００００１～１５９９９９９
：ＨＣ０７―１６００００１～
：ＨＣ１３―１０００００１～
：ＡＤ１４―１０００００１～
：ＡＤ１３―１０００００１～
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番号 部　品　名 個数 リペア品番 入数
エアフィルター（ペーパータイプ） １
エアフィルター（スポンジタイプ） １

２ エアフィルターステ－ １ １７２６０―ＧＥＹ―Ｔ１０ １
３ エアフィルターラバー １ １７２７０―ＧＥＹ―Ｔ００ １
４ フランジボルト　６×１６ １ ００―００―０１３４ ４
５ フランジＵナット　６ｍｍ １ ００―００―００９１ ６

１

～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

※リペアパーツはリペア品番にてご発注下さい。尚、単品出荷出来ない部
　品もありますので、その場合はセット品にてご注文下さいます様お願い
　致します。

◆取り外し

　シートを取り外します。
　Ｒ．サイドカバーを取り外します。

　Ｌ．サイドカバーを取り外します。

　ストレージタンクホースとキャブレータエアベントチューブをエアク　
　リーナケース側から外します。

　コネクティングチューブバンドスクリューを緩めます。
　ケースマウントボルトを左側から２本、右側から１本を取り外します。
　コネクティングチューブをキャブレータ側から切り離し、エアクリーナ
　ケースを取り外します。

　コネクティングチューブをエアクリーナケースから取り外します。

◆取り付け

　Ｌ．、Ｒ．サイドカバーとシートを取り付けます。

　トルク：２６Ｎ・ｍ（２．７ｋｇｆ・ｍ）
　※エンジンの始動や走行は接着剤が完全に乾いた状態で確認して下さい。

　ステーを取り付けた後、ステー未接触部のすき間に、エアフィルターラ
　バーを０８ＣＲＤ―Ｂ０１０Ｓ０を使用し取り付けます。
　※接着剤に添付されている仕様説明書に従って使用して下さい。

　エアフィルターとコネクティングチューブを取り付けます。
　ステーをエアフィルターとコネクティングチューブに差し込みます。
　※この時、ステーとコネクティングチューブ接触面に接着剤を塗布しま
　　す。
　※接着剤が乾かない内にステーの位置を取り付け位置と同じ位置に調整
　　して下さい。

　※接着面は汚れ、油脂分を取り除き、十分乾燥させた後、０８ＣＲＤ―
　　Ｂ０１０Ｓ０または相当品を薄く塗布し、接着面が乾かないうちに取
　　り付けます。
　※取り付け後、はみ出した接着剤は拭き取って下さい。

　※Ａｐｅ５０（インジェクション車）の場合、ゴムに厚みがある為、湯
　　等でゴムを温め柔らかくした状態にすると作業が容易に行えます。
　※湯を使用した場合、取り付け前に水分を除去し、十分乾燥させて下さ
　　い。
　※Ａｐｅ１００（ＨＣ０７―１６００００１～、Ｔｙｐｅ―Ｄ ＨＣ１３
　　―１０００００１～）の場合、エアクリーナーに付いているフュ―エ
　　ルストレーナーはタイラップ等を使用し、シート等に干渉しない様フ
　　レームに固定して下さい。

エアフィルター
　　　　ラバー

　コネクティングチューブをキャブレータに差し込みます。
　フランジボルト、フランジＵナットでステーをフレーム右側のエアク　
　リーナケース取り付け穴に固定します。
　トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）
　
　コネクティングチューブバンドスクリューを締め付けます。
　ストレージタンクホースをコネクティングチューブに取り付けます。

　エアベントチューブは走行に支障の無いようにまとめて下さい。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７

ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp
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フュ―エルストレーナー


